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会 議 要 旨 

              

会議の名称  
第２回川越市観光振興計画審議会   

開 催 日 時  令和４年１月２５日（火） 

午後２時 開会 ・ 午後４時 閉会 
開 催 場 所  

川越市役所４階 ４Ａ会議室  
会長氏名  

立教大学名誉教授 溝尾 良隆  
出席者（委 
員）氏名 
（人数）  

別紙委員名簿のとおり  
欠席者（委 
員）氏名 
（人数）  

別紙委員名簿のとおり  
事務局職員 
職 氏 名  

粟生田部長、飯野副部長、田中課長、阿部副課長、猪鼻(哲)副

主幹、德田主査、小渕主事  
会 
議 
次 
第 １ 開会 

２ あいさつ 

３ 会議及び会議録の公開 

４ 議事 

  第二次川越市観光振興計画改訂版（案）について 

７ その他 

８ 閉会 

配 布 資 料 次第、審議会名簿 

第二次川越市観光振興計画改訂版（案） 
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議  事  の  経  過 

発 言 者 議題・発言内容・決定事項    
事務局  
委員    
事務局  
会長   
委員    
委員    
委員     
委員     
事務局    

 議題 

第二次川越市観光振興計画改訂版（案）について 

 

＜資料を基に説明＞ 

 

 施策３３「より深く川越まつりを知ってもらうための PR」の

文中において、「川越まつりの見せ方や楽しみ方を提供」とある

が、「川越まつりの見方や楽しみ方を提供」ではないか。 

 

 「見方」に修正する。 

 

 山車が中央通り沿いに並ぶ際に、山車や囃子の説明など解説を

行ったらどうか。 

 

 解説は必要と考える。また、人形や山車の構造の話のほか、川

越まつりの歴史なども含めて、市民、さらには観光客に伝えてい

く場を設けることが大切である。 

 

 川越まつりの説明を市民が観光客に説明してあげるとよい。ま

た、市民講座などで川越まつりに係る知識を育むことが重要であ

る。 

  

 川越まつりの知識が深い人は多く、さまざまな場所で市民が学

べる場を設けている。ただ、観光客が学べる場を設けることはな

かなか難しいため、例えば山車を持っている町内の人が、その場

で山車の説明や、囃子を演奏するなどできるとよい。 

 

 １ページ「計画改訂の目的」の中で、「オーバーツーリズム」

という言葉が出てこないが、１３ページ（６）「観光客増加」の

中では、「オーバーツーリズム」という言葉が出てくる。１ペー

ジでは意識的に抜いたのか。 

 

 １３ページでは、国全体における見方として、「オーバーツー

リズム」と記載しており、川越については、マイナスの表現とな

る「オーバーツーリズム」という言葉は控え、「観光客増加」と

表現している。 
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委員            
事務局       
会長  
事務局   
委員       
委員     
委員   

 施策１３「若者を呼び込むための仕掛けづくり」について、現

在来ている観光客は若い人が中心のように見えるため、他の層と

したらどうか。若者を呼び込むとしても、文化度の高い層を呼び

込んだらどうか。 

１４ページのマーケティング調査の結果について、潜在能力の

あるコンテンツではなく、むしろ第三象限にある旧山崎家別邸、

市立博物館、市立美術館、ヤオコー美術館といったところに関心

を持ってきてくれる人を増やしたらどうか。博物館や美術館など

は作っただけでは入館者数が順次減少していくため、リニューア

ルすることが大事である。データは掲載するだけでなく、分析す

ることが大切である。 

 

 若者をターゲットとしたことについては、現計画を策定した当

時は若者の観光客が少なかったこと、また、川越市の「まち・ひ

と・しごと創生総合戦略」において「縁結び川越」が施策として

挙がったことが理由である。 

 観光施設については、市の歳入のためにも、入館者数増加を図

る必要があると考えている。 

 

 蔵造り資料館は工事に入っているのか。 

 

 詳細は把握していないが、完成までまだ数年掛かると聞いてい

る。 

 

 食べ歩きやインスタ映えを求めて来訪する若者が多いが、川越

の本物を見せる取組みを行ったらどうか。博物館において、別途

料金制で通常公開していない場所や物を見せるなど。施策３１

「日本文化を生かしたおもてなしの充実」は外国人向けだが、本

物の魅力は外国人だけでなく、日本人の大人にも通用するのでは

ないか。 

 

 ICT について、改訂版の中では主に情報発信する手段として記

載されているが、非接触のキャッシュレス決済システムについて

も広めていく内容としてほしい。また、ICT で観光客の移動情報

が取れれば、アンケート調査も必要ないのではないか。 

 

日付の表示形式について、元号だけだと元号改正されたときに

分かりにくい。西暦と併記しているものもあるので、すべて西暦

との併記に統一したらどうか。 
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委員        
委員      
委員           
委員          
委員    

 １８ページの「特に克服すべき弱み」のところで、「外国人観

光客に対する受入環境整備の不足」について、多言語化なども大

切であるが、サスティナブルツーリズムという視点も入れたらど

うか。国のガイドラインを取り入れ、エコツーリズムやグリーン

ツーリズムなどを包含したサスティナブルツーリズムの取組み

を行い、海外の認証を取りますといったアピールが、観光客を呼

び込む姿勢として必要ではないか。 

 

 川越まつりは当日だけでなく、準備期間も本物として見せる価

値がある。準備期間に行っている情報等を発信し、市民や観光客

に公開してはどうか。最初はお金を掛けずに行い、効果があるよ

うであれば、博物館や美術館と共同で企画するなど、段階を踏む

とよい。 

 

 １８ページ「SWOT 分析」の中で、「東京から 30 分の立地特性」

が強みとあるが、本当に強みなのか。以前、安島委員の講演で、

交通利便性が高いと観光地として衰退するといった話があった。

交通利便性が高い観光地は、ディズニーリゾートのように常に新

しい魅力を持ち続ける必要がある。 

 さらに、安島委員の話の中で、東京スカイツリーができたにも

かかわらず、東京タワーの人気が落ちない理由は、東京タワーの

古典化が起きたからだという話があった。川越の古典化のために

は、川越に関わる映像コンテンツや文学を推し進めた方がよいの

か。 

 

 川越は蔵造りの町並みが駅から約２キロ離れている点で、観光

客が飽きるのを防いでいるのではないか。ただし、博物館などは

飽きられてしまっているので、新しい価値の創造をしていく必要

がある。まちが飽きられるのを防ぐ方法として、文学や歌、絵に

描かれることが大切で、川越も古典化してきていると考えられ

る。 

 今あるコンテンツに頼って裾野を広げても限界があるため、新

しいコンテンツを追加し、さらに裾野を広げていく政策が必要で

ある。 

 

 同じく SWOT 分析の「脅威」に「近隣自治体による地域特性を

活用した多様な観光政策」とあるが、むしろ近隣自治体が盛り上

がることにより、川越の文化的価値がより際立つのではないか。 
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委員    
会長          
委員    
委員        
会長  
事務局   
委員        

 近隣自治体の多様な観光政策については、あまり脅威に感じら

れない。何もないところには新しい物を創るしかないが、創り続

けないとすぐ飽きられてしまう。その点、川越は恵まれている。 

 

 川越は、川越藩や比企郡の範囲で見てみると、様々な魅力があ

り、近隣自治体の多様な観光政策は脅威と捉えるのではなく、活

かすべきである。 

 ただ、「東京から３０分の立地特性」については、強みである。

以前、文化庁が重要伝統的建造物群保存地区を始めた際、川越は

文化庁のある東京から近いという点で、第１号としての選定を考

えていた。関係者が反対したため登録が遅くなってしまったが、

30 分という立地特性があったからこそ候補に挙がったと考えて

いる。この強みをどう活かすかが大事である。 

 

 本計画で課題となっている施策や評価が悪い施策について、

DMO や観光協会とも連携して、コンテスト形式で市民や学生に考

えてもらってはどうか。 

 

 本計画について、分析はすでに終わっているのだから、具体的

な実行部隊について考える必要がある。 

 宿泊観光客の少なさについては、川越に宿泊してもらって渋沢

栄一に行くのか、鎌倉殿に行くのかといったプランを考えればよ

い。弱みを克服して、強みはさらに強めていくようなプランを、

コンテストなどで応募し、観光事業者を含めた全員で共有してい

くべきである。 

 

 具体的な事業は施策の中にあるのか。 

 

施策には関係各課が実施している事業が紐づいているが、新し

い事業も進めていかなければならないと考えている。 

 

 実際に計画を実行する際、毎年新しいことが起きて対応するケ

ースがあると思うが、どこが対応するかを決めておいた方が良

い。 

 例えば、渋沢栄一の名前は時の鐘の鐘の部分に、支援者の筆頭

として名前が書かれている。また、松江町にある教会の煉瓦は、

渋沢栄一の作った日本煉瓦で焼かれたものである。これらの情報

発信はすぐに取り組んでいかないと、機を逃してしまう。 
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委員      
委員   
委員   
事務局   
委員      
委員     
会長   
事務局     
委員   
会長  

 点を線で結びつけるという意味で、歩かせるために道路をカラ

ーリングして、ここは渋沢栄一が歩いた道かもしれないと思わせ

るのはどうか。もしくは、古い地図を頼りに、城下町の道をカラ

ーリングし、復元はできなくても面影が見えるようにしてはどう

か。 

 

 当時の場所に絵があるだけでもよいので、少しずつ城下町の姿

を復元していくことは大事である。 

 

 小江戸川越みどころ９０コースの中に、そういったストーリー

性のあるコースを作ったらどうか。回遊性の向上にもつながる。 

 

 関係各課と調整しながら、同じ方向を向いて事業を実施してい

けるよう、一歩ずつ進めていきたい。 

 

 今回は中間見直しのため、大掛かりな変更はできないと思う

が、先ほどのサスティナブルツーリズムなど、新しく出てきた言

葉については、どこかに掲載した方がよいのではないか。 

 また、事業の実行部隊については、行政だけでなく、できると

ころが担っていく姿勢も大事であると考える。 

 

 改訂版に記載できないとしても、実際に実行する際に、課を越

えてオール川越で観光事業を行っていくことが必要であること

を議事録に残し、市職員が見ることで次のアクションに繋げてい

ってほしい。 

 

 行政は縦割りにならず、もっと横断的に事業を行っていくべき

である。 

 

市としても、サスティナブルな考えを持って、歳入の確保をし

ていかないと観光行政も持続可能でなくなってしまうため、お金

を落としてもらう、その対価としてしっかりとしたサービスを提

供する形で整備を進めていきたい。 

 

 渋沢栄一など、人物に着目するとストーリーが繋がりやすい。

他にも、松平信綱や小林斗盦がいる。 

 

 小林斗盦については、中国では神様のような存在であるにもか

かわらず、川越の市民は知らない人が多い。もっと知ってもらう
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委員   
委員     
会長     
会長     
委員   
委員   
委員   
委員       
委員   

取り組みが必要である。 

 

 玉川上水と川越藩、松平信綱の関係などを紹介するツアーなど

を行ったらどうか。既に行っているのであれば、情報発信が弱い。 

 

 施策２３でレインボー協議会が挙げられているが、歴史的経緯

や地域の特色として共通のものがある旧川越藩をいれるべきで

はないか。地産地消という観点からも、現在の行政区の中だけで

はなかなか難しいため、旧川越藩内で考えたらどうか。 

 

 施策８、施策２０のグリーンツーリズム、エコツーリズムにつ

いて、ターゲットを明確にした方が良い。観光客はなかなか難し

いため、市民や近隣市町村の住民をターゲットにしたらどうか。 

 郊外の魅力をもっと市民に知ってもらいたい。 

 

 施策６「コンベンション誘致の推進」について、今後進めてい

くべきと考える。コンベンションを推進することで、川越を知っ

てもらうよい機会になる。さらに、コンベンションと宿泊客数の

割合も統計データとして取るべきである。 

 

 コンベンション誘致は市の広報室と DMO が担当している。た

だ、具体的な取り組みまで至っていない。 

 

コンベンションは観光の要素も強いため、観光課も一緒に取り

組んだ方がよい。 

 

 観光協会事務所の立地がよくない。欧米では最も人が集まる場

所に観光協会を置いている。 

 

 観光協会や DMO 川越など、観光に携わる組織が多い。これらを

一つにすることは難しいかもしれないが、パートナーシップを深

めていく必要がある。極論だが、観光課の職員が 4、5 人減って、

その分の人件費が事業費として団体に支出されることが理想で

ある。ただ、すぐには難しいため、そういった方向に関係者全員

が向かっていく意識を持つことが大切である。 

 

 何をするにも財源が必要であるが、３９ページの「財源」に観

光税の話がない。民間が主導で観光事業を行っていくのであれ

ば、観光税を本格的に考えなければならない。 
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事務局     
委員     
事務局 

 組織の改善は難しい課題だが、少しずつ進めていきたい。 

 観光協会事務所については、財源の観点から現在の場所（松江

町２丁目）に仮に置いている。事務局としても、観光協会は観光

客の目につく場所にあるべきと考えている。 

 

 しばらくコロナは収束しないと思われるため、イベントではな

く市民への啓蒙活動を強化したらどうか。財源の確保が厳しいと

いう状況や、現在の観光事業者の実態について情報を発信してい

けば、市民の協力を得やすいのではないか。 

 

 観光協会や DMO とは毎月会議を重ねているため、それぞれの在

り方についても議論を重ね、情報共有しながら改善していきた

い。 

 

以上 

  


